
今
年
も
、
県
下
3
建
築
高
等
職

業
訓
練
校
に
お
い
て
次
の
世
代
の

担
い
手
と
な
る
べ
く
大
工
の
技

能
・
技
術
を
学
ん
だ
生
徒
9
名
が

修
了
式
を
迎
え
た
。

い
ず
れ
も
、
仕
事
と
の
両
立
の

中
で
獲
得
し
た
修
了
証
書
で
あ
り
、

感
慨
も
ひ
と
し
お
で
あ
っ
た
。

各
会
場
で
は
、
校
長
か
ら
の
修

了
証
書
授
与
の
の
ち
来
賓
祝
辞
と

し
て
県
連
根
塚
会
長
よ
り
「
こ
の

訓
練
校
修
了
か
ら
新
た
な
一
歩
の

ス
タ
ー
ト
と
な
る
。「
お
そ
れ
ず
」

「
ひ
る
ま
ず
」「
ま
え
む
き
に
」

キ
ャ
リ
ア
を
積
み
重
ね
成
長
し
て

ほ
し
い
。
ま
た
、
こ
こ
で
培
っ
た

友
情
、
指
導
員
の
方
々
と
の
絆
を

大
切
に
し
、
壁
に
ぶ
つ
か
っ
た
時

な
ど
相
談
で
き
る
心
の
よ
り
ど
こ

ろ
と
し
て
ほ
し
い
。」
と
エ
ー
ル
を

送
っ
た
。

ロ
ナ
の
状
況
を
見
据
え
、
活
動
を
再

開
す
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

各
種
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
、
若
き
職

人
を
ピ
ー
ア
ー
ル

日
　
時　

�

令
和
３
年
３
月
５
日（
金
）

午
後
３
時
30
分
～

場
　
所　

�

富
山
県
総
合
体
育
セ
ン

タ
ー
大
会
議
室

出
席
者　

55
名
（
来
賓
含
む
）

◆
新
役
員

議　

長　

松
井　

孝
治
（
加　

積
）

副
議
長　

原　
　

慶
輔
（
入　

善
）

　

〃　
　

横
畑　

友
彦
（
八　

幡
）

　

〃　
　

川
波　

貴
之
（
新　

湊
）

　

〃　
　

細
井　

章
成
（
福　

野
）

幹
事
長　

米
澤　

正
昭
（
魚　

津
）

幹　

事　

中
島　

拓
也
（
大
沢
野
）

　

〃　
　

宮
城　
　

司
（
西
高
岡
）

　

〃　
　

池
田　

祐
亮
（
福　

光
）

地
区
委
員
長　

開
澤　
　

翼
（
黒　

部
）

　

〃　
　

針
山　

洋
史
（
岩　

瀬
）

　

〃　
　

金
井　
　

優
（
射　

水
）

　

〃　
　

星
屋　

吉
宏
（
砺　

波
）

青
年
部
協
議
会

若
い
力
を
結
集
し
組
織
拡
大
を

富
山
・
魚
津
・
高
岡
の

富
山
・
魚
津
・
高
岡
の

33
訓
練
校
で
修
了
式
を
挙
行

訓
練
校
で
修
了
式
を
挙
行

＝「
お
そ
れ
ず
」「
ひ
る
ま
ず
」「
ま
え
む
き
」に
！
＝

＝「
お
そ
れ
ず
」「
ひ
る
ま
ず
」「
ま
え
む
き
」に
！
＝

◆
3
月
17
日（
水
）
午
前
10
時
～

◆
修
了
生
（
2
名
）

四あ

い十
﨑さ
き　

孔し

龍り
ゅ
う�

滝た
き
も
と本　

純
じ
ゅ
ん

◆
3
月
15
日（
月
）
午
後
2
時
～

◆
修
了
生
（
５
名
）

森も
り

田た　

悠ゆ
う

也や　
　

合ご
う

田だ　

朱あ
か

里り

豊と
よ
お
か岡　

生あ
る

真ま　
　

俵た
わ
ら
や
ま山　

裕ゆ
う

多た

　

向
む
こ
う

川が
わ　

和か
ず

輝き

◆
3
月
25
日（
木
）
午
後
2
時
～

◆
修
了
生
（
2
名
）

森も
り　

　

健け
ん
と人　

　

濵は
ま

谷や　

佑ゆ
う

太た

高
岡
訓
練
校

富
山
訓
練
校

建
築
高
等
職
業
訓
練
校

コロナ禍の中、根塚新会長を中心とする新体制が船出コロナ禍の中、根塚新会長を中心とする新体制が船出
令和3年度 令和3年度 通常総会を開催通常総会を開催

通常総会で改選承認された県連役員体制
役　職 氏　名 専門委員会 支部
会 長 新 根　塚　三起生 富 山

副会長

新 舟 川 正 範 広 報 委 員 長 黒 部
新 下 島 達 雄 教育指導委員長 八 尾
再 高 岡 亮 輔 労務対策委員長 新 湊
再 西 野 隆 志 財 政 委 員 長 小矢部

理 事

新 江 島 昌 和 労務・賃金労働部会長 魚 津
新 霜 越 光 雄 教育・住宅部会長 朝 日
新 宮 永 吉 隆 労務・税金部会長 岩 瀬
新 永 井 　 豊 広報・情報部会長 婦 中
再 箱 江 良 一 広報・制度部会長 高 岡
再 松 原 恭 二 財政・総務組織部会長 射 水
新 寺 　 輝 雄 教育・技能部会長 砺 波
再 杉 原 賢 磁 財政・財務部会長 福 野

監 事

新 笹 野 辰 雄 上 市
新 浅 地 義 則 富 山
再 澤 田 忠 幸 氷 見
新 池　田　美津雄 福 光

多
く
の
会
員
の
参
加
を
期
待
す
る

日
　
時　

�

令
和
３
年
２
月
16
日（
火
）

午
前
10
時
30
分
～

場
　
所　

�

富
山
県
建
築
会
館
（
県
連

会
館
）
大
会
議
室

出
席
者　

46
名
（
来
賓
含
む
）

◆
新
役
員

会　

長　

堀
田　
　

勉
（
富
山
）

副
会
長　

炭
田　

健
一
（
黒
部
）

　

〃　
　

池
上　

敏
久
（
富
山
）

　

〃　
　

奥
村　

弘
道
（
戸
出
）

　

〃　
　

今
井　

政
廣
（
砺
波
）

新
規
会
員
を
募
集

日
　
時　

�

令
和
３
年
２
月
19
日（
金
）

午
後
２
時
～

場
　
所　

�

富
山
県
建
築
会
館
（
県
連

会
館
）
大
会
議
室

出
席
者　

25
名

◆
新
役
員

会　

長　

梅
清　

喜
一
（
婦　

中
）

副
会
長　

城　
　

良
則
（
魚　

津
）

　

〃　
　

牧
野　

久
則
（
大
沢
野
）

　

〃　
　

松
原　

恭
二
（
射　

水
）

　

〃　
　

木
屋　

秀
樹
（
福　

光
）

理　

事　

永
原　
　

徹
（
上　

市
）

　

〃　
　

佐
藤　

信
春
（
大
沢
野
）

　

〃　
　

田
中　
　

優
（
西
高
岡
）

　

〃　
　

今
井　

政
廣
（
砺　

波
）

監　

事　

田
中　

正
則
（
戸　

出
）

　

〃　
　

山
下　

一
夫
（
城　

端
）

シ
ニ
ア
の
会

ま
ず
は
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
の
開
催
か
ら

と
や
ま
古
民
家
伝
統
情
報
バ
ン
ク

古
材
の
活
用
、古
民
家
再
生
事
例
研
修
を
計
画

令
和
３
年
度
通
常
総
会
が
、
２
月
５
日（
金
）

午
後
２
時
か
ら
、「
ボ
ル
フ
ァ
ー
ト
富
山
」
に
お

い
て
役
員
、
支
部
長
ほ
か
113
名
が
参
加
し
て
、

開
催
さ
れ
た
。

総
会
冒
頭
に
松
田
会
長
は
、「
昨
年
は
、
全
く

想
定
外
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に

よ
り
、
当
初
計
画
し
て
い
た
県
連
諸
行
事
が
中

止
に
追
い
込
ま
れ
事
業
が
大
き
く
停
滞
す
る
こ

と
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
、
県
連
の
み
な
ら
ず
、

社
会
全
体
の
問
題
で
あ
り
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
等

に
よ
る
い
ち
早
い
コ
ロ
ナ
終
息
と
経
済
の
復
活

を
望
ん
で
止
ま
な
い
。
一
方
、
今
年
度
の
計
画

に
つ
い
て
は
、
コ
ロ
ナ
対
策
を
十
分
配
慮
し
た

上
、
引
続
き
組
織
維
持
・
拡
大
運
動
、
労
働
安

全
対
策
、
担
い
手
育
成
の
取
組
み
を
進
め
る
と

と
も
に
、
建
設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ

ス
テ
ム
の
加
入
促
進
な
ど
を
計
画
し

て
い
る
。
本
日
の
総
会
で
は
、
こ
の

内
容
を
盛
り
込
ん
だ
８
議
案
を
提
案

し
て
お
り
、
ご
審
議
の
ほ
ど
宜
し
く

お
願
い
し
た
い
。」
と
挨
拶
し
た
。

次
に
物
故
会
員
へ
の
黙
祷
、
富
山

地
協
婦
中
支
部�

永
井
豊
氏
の
議
長
選

任
、
資
格
審
査
員
の
任
命
と
続
き
、

議
事
に
入
っ
た
。
議
案
は
、
令
和
２

年
度
の
事
業
経
過
報
告
、
任
期
満
了

に
伴
う
役
員
改
選
等
８
議
案
で
、
と

り
わ
け
第
６
号
議
案
剰
余
金
処
分
案

承
認
の
件
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
影

響
に
よ
り
未
実
施
事
業
が
多
く
発
生

し
た
こ
と
か
ら
予
算
残
が
約
900
万
円

と
な
り
、
こ
の
資
金
を
会
館
預
金
積

立
、
運
営
資
金
積
立
、
周
年
行
事
積

立
と
し
て
積
み
立
て
る
案
と
し
て
上

程
、
こ
れ
を
含
め
審
議
さ
れ
全
議
案

が
承
認
さ
れ
た
。

な
お
、
今
年
度
の
総
会
は
、
コ
ロ

ナ
感
染
対
策
に
よ
り
総
会
後
の
懇
親

会
の
中
止
、
全
建
総
連
か
ら
の
基
調

報
告
の
中
止
な
ど
異
例
な
形
で
の
開

催
と
な
っ
た
。

県
連
通
常
総
会
開
催
後
、
各
組
織

の
総
会
が
開
催
さ
れ
、
令
和
２
年
度

事
業
報
告
・
収
支
決
算
報
告
、
令
和

３
年
度
事
業
計
画
案
・
収
支
予
算
案
、

役
員
改
選
等
に
つ
い
て
審
議
・
承
認

が
な
さ
れ
た
。
な
お
、
い
ず
れ
も
コ

県
連
下
部
組
織・

県
連
下
部
組
織・

関
係
組
織
総
会
報
告

関
係
組
織
総
会
報
告

魚
津
訓
練
校

�▲総会で自己紹介する新役員�
（一番左は松井新議長）

�▲挨拶する梅清新会長 �▲総会の様子

�▲�挨拶する�
根塚新会長

�▲開会挨拶する松田会長

豊岡君���俵山君���向川君���合田さん��森田君

滝本君 四十﨑君�▲謝辞を述べる森君

�▶
森
君

�▶
濵
谷
君
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キャンピングカーの
製作を楽しむ

両砺波地協　小矢部支部
須川 恵信さん（70歳）

他
に
は
、
昨
年
か
ら
キ
ャ
ン
ピ
ン

グ
カ
ー
を
コ
ツ
コ
ツ
と
自
作
し
て
い

る
。
き
っ
か
け
は
、
昨
年
病
気
で
入

院
し
た
こ
と
。
こ
れ
か
ら
は
好
き
な

こ
と
を
し
た
い
と
い
う
思
い
が
芽
生

え
、
入
院
し
て
い
る
間
に
構
想
を
練

り
、
退
院
後
に
製
作
を
開
始
し
た
。

ト
ラ
ッ
ク
の
荷
台
に
載
せ
る
タ
イ
プ

（
ト
ラ
ッ
ク
キ
ャ
ン
パ
ー
、
通
称
ト
ラ

キ
ャ
ン
）
で
、
箱
型
の
居
室
を
「
必

要
な
時
だ
け
」
荷
台
に
載
せ
て
キ
ャ

ン
ピ
ン
グ
カ
ー
と
し
て
使
え
る
よ
う

に
な
っ
て
い
る
。
ミ
ニ
キ
ッ
チ
ン
、

テ
ー
ブ
ル
、
椅
子
、
簡
易
ベ
ッ
ド
な

ど
を
備
え
付
け
、
壁
掛
け
テ
レ
ビ
と

電
子
レ
ン
ジ
も
完
備
。
中
に
三
人
が

泊
ま
れ
る
よ
う
に
す
る
つ
も
り
だ
。

余
っ
た
材
料
や
い
ら
な
く
な
っ
た
建

築
資
材
を
再
利
用
し
て
い
る
た
め
費

用
は
あ
ま
り
か
か
っ
て
い
な
い
が
、

足
り
な
い
も
の
を
買
い
足
し
た
り
、

あ
れ
こ
れ
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
楽
し

ん
で
い
る
。
製
作
か
ら
1
年
、
あ
と

1
ヵ
月
ほ
ど
で
よ
う
や
く
完
成
の
予

定
な
の
で
、
完
成
し
た
暁
に
は
ま
ず

試
し
運
転
を
し
た
い
。
そ
し
て
、
い

ず
れ
は
妻
と
一
緒
に
好
き
な
祭
り
を

見
に
全
国
を
ま
わ
り
た
い
と
、
今
か

ら
楽
し
み
に
し
て
い
る
。

Ｑ　

大
工
を
志
し
た
き
っ
か
け
は
？

Ａ　

代
々
大
工
を
務
め
る
家
系
で

育
っ
た
の
で
、
自
分
も
大
工
に
な
っ

て
家
業
を
継
ぐ
の
は
自
然
の
流
れ

だ
っ
た
。
高
校
を
中
退
し
た
後
、
祖

父
と
父
の
口
利
き
で
、
あ
る
工
務
店

で
修
行
さ
せ
て
も
ら
う
こ
と
に
な
り
、

そ
こ
で
8
年
間
、
一
か
ら
し
っ
か
り

と
鍛
え
ら
れ
た
。
途
中
、
訓
練
校
に

1
年
間
通
い
、
そ
の
後
二
級
建
築
士

の
資
格
も
取
得
。
25
歳
で
結
婚
、
独

立
し
た
。

代
々
大
工
の
家
系
と
は
い
え
、
私

に
は
娘
し
か
お
ら
ず
、
跡
を
継
ぐ
者

が
い
な
い
の
が
残
念
だ
。

Ｑ　

今
ま
で
手
が
け
た
建
築
で
思
い

入
れ
が
深
い
も
の
は
？

Ａ　

こ
れ
ま
で
年
間
2
棟
ほ
ど
の

ペ
ー
ス
で
新
築
を
手
が
け
、
数
多
く

県
連
会
長
就
任
か
ら
約
２
ヶ
月
経
過

し
ま
し
た
が
、
現
在
の
心
境
は
？

時
間
が
経
つ
に
つ
れ
責
任
の
重
さ

が
次
第
に
増
し
、
会
長
の
役
割
に
つ

い
て
自
問
自
答
を
繰
り
返
し
な
が
ら

模
索
し
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
の
た

め
全
建
総
連
と
の
や
り
取
り
は
全
て

オ
ン
ラ
イ
ン
で
す
が
、
結
構
時
間
が

取
ら
れ
ま
す
。
通
常
な
ら
ば
ど
れ
だ

け
忙
し
い
の
か
見
当
も
つ
き
ま
せ
ん
。

私
に
で
き
る
こ
と
を
精
一
杯
や
り
、

ま
た
、
建
築
士
会
常
任
理
事
と
し
て

の
役
割
と
の
繋
が
り
を
見
つ
け
、
両

組
織
が
抱
え
る
問
題
を
ウ
イ
ン
ウ
イ

ン
に
で
き
れ
ば
い
い
な
と
思
っ
て
い

ま
す
。

現
在
、
県
連
・
地
域
組
合
は
た
く
さ

ん
の
課
題
を
抱
え
て
い
ま
す
が
、
と

り
わ
け
取
組
強
化
し
た
い
事
項
は
？

の
建
築
に
携
わ
っ
て

き
た
が
、
中
で
も
思

い
入
れ
が
あ
る
の
は
、

無
垢
材
を
使
っ
て
お

客
さ
ん
と
共
に
作
り

上
げ
た
家
。
一
緒
に

木
材
を
見
に
行
き
、
材
料
選
び
か
ら

こ
だ
わ
っ
た
。
中
の
造
作
も
の
に

使
っ
た
木
は
お
客
さ
ん
自
身
が
一
生

懸
命
磨
い
た
も
の
。
お
客
さ
ん
自
身

に
と
っ
て
も
愛
着
が
ひ
と
し
お
だ
っ

た
だ
ろ
う
し
、
私
に
と
っ
て
も
思
い

入
れ
深
い
も
の
と
な
っ
た
。

Ｑ　

多
彩
な
趣
味
を
お
持
ち
の
よ
う

で
す
が
、
紹
介
し
て
く
だ
さ
い
。

Ａ　

以
前
は
ラ
ジ
コ
ン
ヘ
リ
を
嗜
み
、

最
近
は
ド
ロ
ー
ン
に
は
ま
っ
て
い
る
。

『
屋
根
に
上
が
る
際
に
瓦
の
状
態
を

チ
ェ
ッ
ク
す
る
た
め
』
と
い
う
仕
事

の
名
目
で
購
入
し
た
が
、
実
際
は
趣

味
で
の
使
用
の
方
が
多
い
（
笑
）。

航
空
法
適
用
外※

で
あ
る
199
ｇ
の
ド

ロ
ー
ン
を
30
ｍ
上
空
へ
飛
ば
し
、
風

景
を
撮
影
し
て
楽
し
ん
で
い
る
（
※

200
ｇ
以
上
の
ド
ロ
ー
ン
の
飛
行
は
航

空
法
で
規
制
さ
れ
、
許
可
承
認
が
必

要
）。
バ
ッ
テ
リ
ー
は
約
10
分
間
の
飛

行
が
可
能
で
、
行
き
帰
り
の
時
間
を

差
し
引
く
と
、
撮
影
時
間
は
だ
い
た

い
3
分
ほ
ど
。
先
日
は
千
里
浜
の
な

ぎ
さ
ド
ラ
イ
ブ
ウ
ェ
イ
で
波
打
ち
際

を
撮
影
し
た
。

令和3年度令和3年度県連主催講習・特別教育について県連主催講習・特別教育について
① 木造建築物の組立等作業主任者技能講習 

木造建築物作業の国家資格です
開催日 申込日 場所

6月8日（火）～
9日（水）

5月11日（火）～
12日（水）

県連会館2階
大会議室

【受 講 料】12，000円（一部免除者は8，000円）
【テキスト代】1，600円
【受講資格】�木造家屋の軸組、屋根下地、外壁下地の取付作

業に3年以上従事した経験者
【申込方法】�5月11日～5月12日迄に申込書、受講料、テキ

スト代を添え県連まで申込（申込書は県連ホー
ムページからダウンロード）

② 丸のこ作業者特別教育 
建設キャリアアップシステム・建築大工部門レベル2への必須講習

NO 開催日・講習時間 申込受付締切 募集
人数 場所

第
1
回

5月27日（木）
12：45～17：30 5月20日（木） 50名

県連会館2階
大会議室第

2
回

10月21日（木）
12：45～17：30 10月14日（木） 50名

【受講料】�2，500円（テキスト代含む、講習会当日受付にて
納入）

※�講習詳細および申込書式は県連ホームページからダウ
ンロード願います。

③ フルハーネス墜落制止器具特別教育 
令和4年1月以降、移行期間から本施行に！

NO 開催日・講習時間 申込受付締切 募集
人数 場所

第
1
回

6月17日（木）
9：00～16：30 6月10日（木） 50名

県連会館2階
大会議室第

2
回

11月18日（木）
9：00～16：30 11月11日（木） 50名

【受講料】�5，000円（テキスト代含む、講習会当日受付にて
納入）

※�講習詳細および申込書式は県連ホームページからダウ
ンロード願います。

各種資格を取得された方は、ご確認下さい！
県連資格取得報奨金制度への申請を！手続きは簡単
県連では、平成30年4月以降に資格を取得された方に、資
格区分に応じて10,000円～3,000円の資格報奨金を支給
しております。
令和2年度の申請者は、一級建築士、木造建築物組立主任、
足場組立作業主任など19名となりましたが、この制度に
該当する資格を取得しながら、未申請の方が多数おられ
ると思われます。せっかくの制度ですのでご活用をおす
すめいたします。
なお、申請有効期限は、資格取得日から3年以内となって
おります。対象となる資格、資格区分、申請書式は、県連ホー
ムぺージからダウンロード願います。

総合資格学院の組合員受講割引について
受講申込みをされる際「富山県建築組合連合会の組合員」
であると申し出ていただくと、１級・２級建築士をはじめ
とした建築、建設関連資格取得講座受講料の組合員割引
が適用されます。割引額はコース・講座により異なります
が、3万円から1万円の金額です。
詳しくは�総合資格学院 富山校 ＴＥＬ076-439-1011まで

（富山市桜木町1-29�アイザック城址公園前ビル3Ｆ）

早
速
4
つ
の
各
委
員
会
を
開
き
、

そ
れ
ぞ
れ
に
大
き
な
問
題
を
抱
え
て

い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
と
り

わ
け
大
き
な
問
題
は
、
会
員
の
減
少

で
す
。
団
塊
世
代
の
引
退
へ
の
対
策

を
取
ら
ね
ば
、
国
保
も
富
山
県
単
独

で
の
維
持
は
ま
ま
な
ら
な
く
な
り
ま

す
。
大
工
職
の
会
員
を
増
や
す
こ
と

は
も
ち
ろ
ん
、
大
工
以
外
の
建
設
業

へ
も
地
道
に
会
員
拡
大
を
呼
び
か
け

る
し
か
な
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
建
設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ

ス
テ
ム
導
入
に
伴
い
、
加
入
者
の
増

強
は
避
け
て
通
れ
な
い
課
題
で
す
。

県
内
加
入
者
は
ま
だ
ま
だ
少
な
い
現

状
で
す
が
、
全
国
的
に
は
こ
こ
1
年

で
大
幅
に
増
加
し
て
お
り
、
よ
り
身

近
な
も
の
と
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

建
築
技
能
者
の
社
会
的
地
位
向
上
、

処
遇
改
善
の
具
体
的
な
取
り
組
み
と

し
て
期
待
し
て
い
ま
す
し
、
我
々
も

一
人
で
も
多
く
の
組
合
員
の
加
入
を

推
し
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

昨
年
度
か
ら
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
拡
大
に
よ
り
全
産
業
に
わ

た
っ
て
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
て
い
ま
す

が
、
こ
の
難
局
を
乗
り
切
る
の
に
大

切
な
こ
と
は
？

今
後
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
は
出
て
く

る
と
思
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
に
よ
っ
て

大
き
く
伸
び
た
業
種
も
あ
り
、
業
種

間
の
偏
り
が
大
き
く
な
っ
た
と
い
う

の
が
正
し
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

今
後
、
抗
菌
仕
様
の
商
品
や
非
接
触

の
設
備
が
時
代
の
主
流
に
な
っ
て
い

く
よ
う
に
、
住
宅
の
仕
様
も
様
変
わ

り
し
て
い
く
で
し
ょ
う
。

建
設
職
人
と
し
て
仕
事
が
な
く
な

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
忙
し
さ

の
波
は
あ
り
ま
す
。
台
風
や
大
雨
な

ど
の
自
然
災
害
の
影
響
で
す
ぐ
に
大

忙
し
と
な
り
、
職
人
不
足
が
叫
ば
れ

る
状
況
で
す
。
職
人
は
貴
重
な
存
在

で
あ
り
、
簡
単
に
補
充
は
で
き
ま
せ

ん
。
若
手
職
人
を
育
て
る
た
め
に
大

切
な
こ
と
は
、
賃
金
の
安
売
り
を
し

な
い
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

そ
の
た
め
に
も
横
の
つ
な
が
り
を
大

切
に
、
協
力
し
て
助
け
合
う
体
制
が

大
切
で
す
。
と
り
わ
け
事
業
主
と
し

て
若
者
を
育
て
る
立
場
の
方
に
お
い

て
は
厳
し
い
状
況
で
あ
る
こ
と
は
間

違
い
な
く
、
手
助
け
で
き
る
環
境
を

増
や
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

会
長
の
「
座
右
の
銘
」
を
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
。

山
本
五
十
六
の
言
葉
「
や
っ
て
み

せ
、
言
っ
て
聞
か
せ
て
、
さ
せ
て
み

せ
、
ほ
め
て
や
ら
ね
ば
、
人
は
動
か

じ
」
で
す
。
職
人
に
ぴ
っ
た
り
の
言

葉
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
残
念
な

が
ら
我
々
の
世
代
は
そ
ん
な
風
に
育

て
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
が
。

仕
事
で
疲
れ
た
時
な
ど
の
解
消
法

は
？温

水
プ
ー
ル
と
運
動
施
設
が
一
緒

に
な
っ
た
富
山
市
角
川
介
護
予
防
セ

ン
タ
ー
の
会
員
で
、
よ
く
利
用
し
て

い
ま
す
。
銭
湯
感
覚
で
通
っ
て
ま
す

が
、
心
身
共
に
リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
ま

す
。
高
齢
者
の
方
と
「
あ
ん
た
若
い

ね
、
悪
い
と
こ
な
か
ろ
」「
な
～
ん
、

ぼ
ろ
ぼ
ろ
や
ち
ゃ
」
な
ど
と
毎
回
や

り
取
り
し
て
い
ま
す
が
、
大
先
輩
方

の
頭
と
心
の
冴
え
に
は
い
つ
も
感
心

さ
せ
ら
れ
ま
す
。

現
在
楽
し
み
に
し
て
い
る
こ
と
は
何

で
す
か
。（
趣
味
、
そ
の
他
）

温
泉
、
神
社
仏
閣
巡
り
、
ア
ウ
ト

ド
ア
キ
ャ
ン
プ
と
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ

カ
ー
で
巡
る
の
が
好
き
で
す
。
キ
ャ

ン
ピ
ン
グ
カ
ー
は
20
年
以
上
前
の
車

で
走
行
距
離
は
約
20
万
キ
ロ
。
最
近

は
温
泉
の
近
場
で
の
キ
ャ
ン
プ
が
好

き
で
す
ね
。

こ
れ
か
ら
の
ご
活
躍
を
期
待
し
ま
す
。

根
塚
新
会
長

根
塚
新
会
長

ザ
ッ
ク
バ
ラ
ン
紹
介

ザ
ッ
ク
バ
ラ
ン
紹
介

�▶
199ｇ
と
軽
量
タ
イ
プ

の
ド
ロ
ー
ン

�▶
▼
建
設
中
の
キ
ャ
ン
ピ

ン
グ
カ
ー（
右
：
内
観
、

下
：
外
観
）

ユーモアを交えての根塚新会長のトーク

令和３年（2021年）４月22日	 富山県建築組合連合会だより匠	 第206号　　( 2 )



目指せ頂点　みがけ技術
全国青年技能競技会出場者募集のご案内

―2021年度大会は島根県で開催予定―
県勉強会・予選会

●勉強会� 5/16（日）AM8：30～�県連会館
●県予選会� 6/27（日）AM8：30～�県連会館
※県予選会で優秀者を全国大会出場者とします。

全国大会
9/18（土）～20（月）

島根県松江市「くにびきメッセ」
※�出場希望者は、県連ホームページから参加申
込書をダウンロードし、県連までお申し込み
ください。

令和3年度の取組み
①�加入組合員の所得調査実施の
年となっています。令和２年
の確定申告を確実に行って下
さい。
②�令和3年度より原則として労
災加入を確認のうえ新規加入
を受付することになりました。
③�特定健診受診率向上運動推進
要領に基づき、受診率向上へ
の取組みを強化します。

通
常
組
合
会
が
2
月
26
日（
金
）

午
後
2
時
よ
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
策
の
た
め
富
山
産
業

展
示
館
2
階
大
会
議
室
に
お
い
て
全

員
マ
ス
ク
着
用
を
し
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

議
事
は
、
第
1
号
議
案
か
ら
第
7

号
議
案
ま
で
の
全
議
案
が
可
決
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

通
常
組
合
会
を
開
催

議
案
第
1
号

令
和
3
年
度　

富
山
県
建
設
国
民

健
康
保
険
組
合
事
業
計
画
の
件

議
案
第
2
号

令
和
3
年
度　

富
山
県
建
設
国
民
健

康
保
険
組
合
歳
入
歳
出
予
算
の
件

議
案
第
3
号

令
和
3
年
度　

法
令
遵
守
（
コ
ン

プ
ラ
イ
ア
ン
ス
）
実
践
計
画
の
件

議
案
第
4
号

令
和
3
年
度　

借
入
金
の
件

議
案
第
5
号

令
和
3
年
度　

保
険
料
の
件

議
案
第
6
号

富
山
県
建
設
国
民
健
康
保
険
組
合

役
員
選
任
の
件

議
案
第
7
号

富
山
県
建
設
国
民
健
康
保
険
組
合

顧
問
委
嘱
の
件

●
新
た
に
選
任
さ
れ
た
国
保
組
合
役
員

（
任
期
：
令
和
3
年
4
月
1
日
か
ら
令
和
5
年
3
月
31
日
）

役
職
名

氏
　
名

支
部
名

理

事

長

丸
田
　
和
重

黒

部

副
理
事
長

田
知
本
　
亮

富

山

〃

宮
本
　
　
忠

新

湊

常
務
理
事

高
見
　
雅
志

井

波

理

事

宮
下
　
　
剛

富

山

〃

永
井
　
　
豊

婦

中

〃

藤
井
　
智
博

呉

羽

〃

花
木
　
浩
和

八

尾

〃

室
　
　
浩
二

入

善

〃

本
田
　
晶
也

魚

津

〃

山
本
　
信
明

加

積

〃

山
本
　
浩
二

上

市

〃

金
　
　
康
則

高

岡

〃

森
　
　
俊
之

伏

木

〃

北
　
　
孝
志

氷

見

〃

加
藤
　
勝
久

射

水

〃

山
元
　
勇
二

小
矢
部

〃

吉
田
　
佳
史

砺

波

代
表
監
事

澤
田
　
忠
幸

氷

見

監

事

浅
地
　
義
則

富

山

〃

笹
野
　
辰
雄

上

市

〃

池
田
美
津
雄

福

光

青年部協議会新議長
松井 孝治

（新川地協　加積支部）

高岡地協　射水支部
金井　優

こ
の
度
、
役
員
会
で
の
推
薦
を
経

て
総
会
で
皆
様
よ
り
承
認
を
い
た
だ

き
、
議
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

責
任
の
重
さ
を
痛
感
し
、
浅
学
非
才

で
は
あ
り
ま
す
が
、
全
力
を
あ
げ
て

職
務
に
邁
進
す
る
所
存
で
す
。
皆
様

方
の
ご
指
導
ご
支
援
を
心
か
ら
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

近
年
、
若
い
組
合
員
の
減
少
が
進

み
、
建
築
に
興
味
の
あ
る
未
来
の
人

材
が
減
っ
て
お
り
ま
す
。
青
年
部
活

本
年
度
よ
り
高
岡
地
協
青
年
部
地

区
委
員
長
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
射
水
支
部
の
金
井
で
す
。

私
は
、
組
合
行
事
に
は
あ
ま
り
関

心
が
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
支
部
の

役
員
に
な
っ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で

参
加
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
参

加
す
る
こ
と
で
、
普
段
会
わ
な
い
人

と
親
睦
を
深
め
た
り
、
仕
事
の
情
報

交
換
が
で
き
た
り
と
、
自
分
に
も
メ

リ
ッ
ト
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し

た
。
仕
事
が
増
え
て
人
手
が
足
り
な

い
時
や
、
反
対
に
仕
事
が
減
り
困
っ

た
時
も
、
行
事
を
通
し
て
つ
な
が
っ

議
長
就
任
の
ご
挨
拶

魅
力
あ
る
職
業
と
す
る
た
め

の
処
遇
改
善
が
必
要
！

動
の
「
大
工
さ
ん
に
出
会
う
日
」
で
、

小
さ
い
子
供
達
に
建
築
の
魅
力
を
少

し
で
も
感
じ
て
も
ら
え
る
こ
と
が
で

き
れ
ば
、
将
来
、
建
築
の
世
界
を
め

ざ
す
人
材
が
増
え
る
の
で
は
な
い
か

と
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

２
0
1
9
年
に
県
連
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
、
入
会
案

内
、
各
資
格
の
取
得
方
法
や
青
年
部

の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
が
掲
載
さ
れ
て
い

ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
活
動
の
自
粛
を

余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
新
し

い
役
員
の
皆
様
と
い
ろ
ん
な
意
見
を

出
し
合
っ
て
、
こ
れ
か
ら
の
活
動
を

考
え
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。
会
員

の
皆
様
も
い
ろ
い
ろ
な
ご
意
見
を
お

聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

私
事
で
す
が
、
現
在
45
歳
。
子
供

達
も
成
人
し
、
自
分
の
時
間
が
と
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
休
日
に
釣

り
や
ソ
ロ
キ
ャ
ン
プ
な
ど
を
楽
し
ん

で
い
ま
す
が
、
最
近
、
体
に
色
々
な

症
状
が
出
始
め
て
き
た
の
で
、
体
を

鍛
え
る
た
め
登
山
を
始
め
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
皆
様
も
健
康
に
は

十
分
お
気
を
付
け
く
だ
さ
い
。

た
方
々
と
応
援
し
合
い
、
助
け
合
う

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
職
人
の
人
材

不
足
や
高
齢
化
が
懸
念
さ
れ
る
中
で
、

こ
れ
ら
人
と
の
つ
な
が
り
は
と
て
も

大
切
で
、
私
に
と
っ
て
欠
か
せ
な
い

も
の
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
行
事
に
は
大
工
だ
け
で
は

な
く
他
業
種
の
方
も
参
加
し
て
い
ま

す
。
実
際
に
自
分
が
仕
事
で
求
め
て

い
た
業
者
の
方
と
出
会
う
こ
と
が
で

き
る
の
で
、
と
て
も
価
値
の
あ
る
行

事
だ
と
思
い
ま
す
。

私
は
、
建
築
組
合
以
外
の
青
年
部

に
も
所
属
し
て
い
ま
す
。
そ
の
方
々

と
単
価
の
話
題
に
な
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
が
、
自
分
の
単
価
と
比
べ
て
大

き
な
開
き
が
あ
る
こ
と
を
実
感
し
ま

す
。
組
合
の
価
格
を
基
準
に
お
客
さ

ん
へ
の
請
求
単
価
と
応
援
単
価
が
と

て
も
差
が
あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

そ
の
差
を
ど
う
し
た
ら
近
づ
け
る
こ

と
が
で
き
る
か
と
試
行
錯
誤
し
て
い

ま
す
。

●
物
故
会
員
名

（
令
和
２
年
12
月
8
日
～
令
和
3
年
4
月
5
日
）

支　

部

氏　

名

年
齢

井

波

野
村　

克
己

72
歳

新

湊

中
瀬　
　

利

88
歳

加

積

田
代　

保
雄

74
歳

富

南

合
田　

正
二

72
歳

入

善

金
澤　

光
男

76
歳

富

山

今
井　

孝
二

71
歳

氷

見

野　
　
　

清

91
歳

朝

日

渡
辺　

光
雄

73
歳

魚

津

金
山　

清
次

95
歳

以
上
9
名

心
よ
り
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。

若
手
世
代
を
育
て
て
い
く
に
は
、

技
術
の
習
得
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
に

見
合
っ
た
対
価
も
必
要
な
の
で
は
な

い
か
と
考
え
ま
す
。
私
自
身
、
二
十

代
の
頃
は
お
金
よ
り
も
仕
事
を
覚
え

る
こ
と
で
必
死
で
し
た
が
、
こ
れ
か

ら
は
、
若
手
世
代
の
単
価
を
守
っ
て

い
く
こ
と
で
次
世
代
に
も
つ
な
が
り
、

大
工
と
い
う
職
業
に
興
味
を
持
っ
て

も
ら
え
る
と
思
い
ま
す
。

今
後
、
大
工
と
い
う
職
業
を
選
ぶ

若
者
が
増
え
、
ま
す
ま
す
発
展
し
て

い
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

富
山
訓
練
校
（
稗
苗
良
二
校
長
）

は
２
月
22
日（
月
）、
技
術
視
察
研
修

と
し
て
高
岡
市
能
町
の
ウ
ッ
デ
ィ

パ
ー
ツ
（
南
陽
吉
久
な
ど
か
ら
な
る

サ
ニ
ー
ラ
イ
ブ
グ
ル
ー
プ
の
一
員
）

の
最
新
プ
レ
カ
ッ
ト
工
場
を
視
察
し

た
。
訓
練
生
9
名
の
ほ
か
校
長
、
指

導
員
な
ど
が
参
加
し
て
、
工
場
内
の

加
工
工
程
を
見
て
回
り
、
最
新
の
プ

レ
カ
ッ
ト
技
術
に
触
れ
た
。

校
長
は
、「
訓
練
校
で
は
手
作
業
を

基
本
と
し
て
い
る
が
、
最
新
技
術
の

プ
レ
カ
ッ
ト
技
法
に
よ
る
精
度
の
高

さ
や
ス
ピ
ー
ド
を
体
験
す
る
こ
と
が

で
き
た
。
一
方
、
木
材
の
種
類
や
性

質
を
見
定
め
、
墨
付
け
や
手
刻
み
に

よ
る
加
工
を
行
う
伝
統
技
法
や
職
人

の
技
の
大
切
さ
を
改
め
て
認
識
す
る

い
い
機
会
と
な
っ
た
。
こ
れ
か
ら
も

外
に
出
て
の
経
験
を
多
く
積
ま
せ
、

将
来
に
向
か
っ
て
頑
張
る
訓
練
生
の

背
中
を
押
し
て
や
り
た
い
」
と
語
っ
た
。

ま
た
、
訓
練
生
か
ら
は
「
Ｉ
Ｔ
技

術
に
よ
る
プ
レ
カ
ッ
ト
の
ス
ピ
ー
ド

や
精
度
に
驚
い
た
」
と
し
た
上
で
、

「
血
の
通
っ
た
自
分
の
技
術
が
生
か
せ

る
手
刻
み
に
よ
る
こ
だ
わ
り
の
住
宅

も
建
て
て
み
た
い
」
と
感
想
を
語
る

者
も
い
た
。

最
新
プ
レ
カ
ッ
ト
工
場
を
視
察
研
修

最
新
プ
レ
カ
ッ
ト
工
場
を
視
察
研
修

富
山
建
築
高
等
職
業
訓
練
校

2020年度
特定健診受診率

（3月末集計値）

地域名 受診
対象者 受診者 受診率

富 山 489 241 49.3%
三 郷 24 12 50.0%
富 南 60 39 65.0%
八 幡 36 24 66.7%
岩 瀬 50 25 50.0%
四 方 40 18 45.0%
水 橋 79 38 48.1%
細 入 18 14 77.8%
婦 中 134 74 55.2%
呉 羽 151 87 57.6%
大 山 34 22 64.7%
大沢野 97 74 76.3%
八 尾 133 87 65.4%
山 田 16 11 68.8%
朝 日 133 78 58.6%
入 善 214 110 51.4%
魚 津 325 163 50.2%
立 山 108 46 42.6%
加 積 155 77 49.7%
上 市 96 51 53.1%
黒 部 225 137 60.9%
高 岡 202 104 51.5%
戸 出 58 33 56.9%
高 岡
東 部 61 36 59.0%
西高岡 81 41 50.6%
伏 木 37 26 70.3%
太 田 32 19 59.4%
中 田 57 40 70.2%
般若野 34 24 70.6%
氷 見 249 144 57.8%
小矢部 108 46 42.6%
福 岡 56 35 62.5%
新 湊 255 124 48.6%
射 水 263 140 53.2%
砺 波 121 104 86.0%
庄 東 62 16 25.8%
井 波 60 23 38.3%
福 光 73 44 60.3%
福 野 34 32 94.1%
城 端 54 43 79.6%
計 4,514 2,502 55.4%

昨年度、コロナの影響で受診控えをされた
方も、早期発見と今の自分の健康状態を知
るためにも、今年度は受診しましょう！

特定健康診査について

40歳から74歳の方を対象に、「特
定健康診査」を実施しています。受
診の際に必要な『受診券』は、地域建
築組合で保管しています。（『受診
券』は、毎年6月頃発行）
検査項目については、下表のとお
り、基本的な「特定健康診査」に加えて、「追加健
診」も無料で受診できます。
なお、『受診券』の発行はありませんが、39歳
以下の方、年度途中加入の方、年度内に75歳に
なる方も、同じ検査項目を無料で受診できます。

特定健康診査と
追加健診の検査項目

指
定
実
施
機
関

（
か
か
り
つ
け
医
等
）

指
定
外
の
機
関

最大
19,289円
の検査が、
全部
受けても

無料

（
必
須
）

特
定
健
康
診
査

問診、身体測定、
血圧測定、血液
検査、診察、尿検
査

○ ○

追
加
健
診

貧血検査、心電
図検査、眼底検
査、胃がん検査、
肺がん検査、大
腸がん検査、視
力検査、聴力検
査、追加血液検査
（肝臓等検査）

○

受診方法については、地域建築組合ごとに実施する集団健
診を基本としていますので、日時・場所等の詳細は所属の地域
建築組合までお問い合わせ下さい。
当国保組合の指定実施機関で受診される場合は、事前予約
が必要です。

プレカット最新設備の説明を受ける参加者
�▲前年度予選会参加者・審査員

�▲熱心に課題に取り
組む様子
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●タテのキー
①モヤがかかり遠くがはっきりと見えなくなる春の現象
②泥水をきれいな水に
③京都の映画撮影所
⑤春○○○○は立春後に初めて吹く強い南風
⑥自由に使えるヒマな時間
⑧何も入れずに沸かした水
⑪温暖な○○○の春は一年中で最も過ごしやすい季節
⑬英語ではパス
⑭海面に都市が浮上!?　富山湾で春に見られる珍現象
⑯体にはめてプーカプカ
⑱アーム、ロッキング、デッキ
⑲○○○も眠る丑三つ時
⑳スケート場のこと
㉓火山と地震が多い欧州の長靴形の国
㉔押えておきたい要点
㉖泡状はムース、霧状は？
㉘持ち方が上手いと豆もしっかりつまめる
㉛馬に乗ってボールを打つ競技

●ヨコのキー
①春の晴れた日にユラユラと立ち上るゆらめき
④春は冬よりも早く昇り遅く沈む
⑦千葉県の旧国名
⑨バブル期には高騰していた
⑩神棚に供えるお酒
⑫信用できないもの
⑮3月～５月頃に中国から日本へとんでくる春の風物詩
⑰タクシーは降りる時に払う
⑲4月は平均湿度が最も低く○○○が乾燥する時期
⑳お天気を習う授業
㉑列車の発着場
㉒赤や白をグラスに注ぐ
㉔灰色の脳細胞を持つ名探偵
㉕うららかな春の入学式で「○○が代」を斉唱
㉗ピザや荷物を家までお届け
㉙習字の道具
㉚技術や文明が発展すること
㉜矢を射る目標
㉝春は気圧配置の移動による前線でシトシト降る日も
㉞トルコにある○○○の木馬

暖かな陽気が待ち遠しいですね
解答欄 A B C D E F G

●先回の解答　オセチリョウリ
●当選者　厳正な抽選の結果、次の5名の方に決定しました。�
〈当選者名〉（敬称略）�
松澤　茂行（富　山）　　金垣　　寿（富　山）
扇山　良一（婦　中）　　中島　正志（氷　見）
橋本　　喬（大沢野）

●応募方法　Ａ～Gの文字を順番に並べてできた言葉（解答）
と住所・支部名・氏名・年齢・電話番号を記入の上、下記まで
お送りください。FAXでも受け付けます。5名様（正解者多数
の場合は抽選）に1,000円分の図書券を進呈します。解答と
当選者は匠207号で発表します。

●応募締切日　令和3年6月30日（水）消印有効
●送付先
・〒939-8251　富山市西荒屋25-4�
富山県建築組合連合会　クロスワードパズル係

・FAX：076-428-8277

射水市立片口小学校5年

川
かわ

波
なみ

彪
あきら

さん

●今回のお父さん
高岡地協�新湊支部　川波 貴之さん

　
ぼ
く
の
お
父
さ
ん
は
、大
工
を
し
て
い

ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
お
父
さ
ん
は
、家
の
ゆ
か
が
こ
わ
れ
た

時
に
す
ぐ
に
直
し
て
く
れ
た
り
、げ
ん
関

の
下
た
箱
が
使
い
づ
ら
く
な
っ
て
き
た

時
に
新
し
く
し
て
、使
い
や
す
く
し
て
く

れ
た
の
で
、す
ご
い
と
思
い
ま
し
た
。　

　
お
父
さ
ん
が
仕
事
を
し
て
い
る
現
場

を
見
に
行
っ
た
時
に
、カ
ナ
ヅ
チ
で
く
ぎ

を
打
っ
て
家
を
建
て
て
い
る
と
こ
ろ
や
、

大
き
く
て
重
た
そ
う
な
材
料
を
運
ん
で

い
る
と
こ
ろ
を
見
ま
し
た
。そ
の
時
の
お

父
さ
ん
の
真
け
ん
な
顔
が
と
て
も
か
っ

こ
よ
か
っ
た
で
す
。　
　
　
　
　
　
　
　

　
ぼ
く
も
、お
父
さ
ん
み
た
い
な
、家
を

直
し
た
り
建
て
た
り
で
き
る
、か
っ
こ
い

い
大
工
さ
ん
に
な
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

第28回県連ゴルフコンペ
開催のご案内

◆開催日時　令和3年6月24日（木）
午前8時00分より受付、午前9時04分�
スタート（アウト・イン同時スタート）

◆開催場所　太閤山カントリークラブ
（射水市平野1番地��TEL0766-56-1200）

◆参加資格� 県連の組合員
◆会　　費　1人2,000円（当日徴収）
◆プレー代　1人12，050円
（キャディ・お食事券付、各自負担）

◆申込締切� 5月27日（木）
※詳細は別途ご案内致します。

第42回県連地区選抜対抗ソフトボール大会開催のご案内
◆開催日時� 令和3年8月29日（日）午前9時（天候不順の場合は中止）
� （抽選会　8月6日（金）午後2時　於�県連会館2階会議室）
◆開催場所� 富山市婦中羽根ピースフル公園運動広場（富山市婦中町羽根1000-1）
◆参加チーム� 地区代表1チームで計4チーム　※事故、ケガの無いように練習をお願いします。

シニアの会 第34回パークゴルフ
大会開催のご案内

◆開催日時　令和3年5月13日（木）
午前9時集合・受付、午前9時20分開会
式、午前9時30分スタート

◆開催場所　�下村パークゴルフ場
（射水市加茂中部569��TEL0766-59-8111）

◆会　　費　1人1,500円（当日徴収）
※�今年度はパークゴルフ後の懇親会は実施せず、
弁当での対応と致します。

◆申込締切　4月30日（金）
シニアの会地域委員に申込みのこと
※詳細は別途ご案内致します。

新築・リフ
ォームでもらえる！新築・リフ
ォームでもらえる！

グリーン住宅ポイント
新築最大40万円相当

リフォーム最大30万円相当

政
府
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
冷
え
込
ん
だ
住
宅
産
業
の
需
要
を
引
き
上
げ
、
経
済
の

回
復
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
「
グ
リ
ー
ン
住
宅
ポ
イ
ン
ト
制
度
」
を
創
設
し
ま
し

た
。
２
０
２
０
年
度
の
第
３
次
補
正
予
算
で
１
千
億
円
増
の
予
算
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

本
制
度
は
、
一
定
の
省
エ
ネ
性
能
を
有
す
る
住
宅
の
新
築
や
リ
フ
ォ
ー
ム
に
対
し
て
、

商
品
な
ど
と
交
換
で
き
る
ポ
イ
ン
ト
を
付
与
す
る
も
の
で
す
。
対
象
は
、
昨
年
12
月
15

日
か
ら
本
年
10
月
31
日
ま
で
に
契
約
を
締
結
し
た
も
の
と
な
り
ま
す
。

内
需
が
冷
え
込
ん
で
い
る
な
か
、
今
回
の
グ
リ
ー
ン
住
宅
ポ
イ
ン
ト
制
度
を
活
用
し

て
、
少
し
で
も
仕
事
確
保
に
繋
げ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

詳
細
な
点
に
つ
い
て
は
国
土
交
通
省
Ｈ
Ｐ
よ
り
ご
確
認
下
さ
い
。

住宅の新築（持家）

対象住宅 発行ポイント
基本の場合 特例の場合※

①�高い省エネ性能等を有す
る住宅（認定長期優良住宅、認
定低炭素建築物、性能向上計画
認定住宅、ZEH）

40万Pt／戸 100万Pt／戸

②�省エネ基準に適合する住
宅（断熱等級４かつ一次エネ等
級４以上を満たす住宅）

30万Pt／戸 60万Pt／戸

※特例の場合（以下のいずれかに該当）
●東京圏から移住※1するための住宅　●三世代同居仕様である住宅※３

●多子世帯※2が取得する住宅　　　　●災害リスクが高い区域※4から移住するための住宅

既存住宅の購入（持家）
対象住宅 発行ポイント

①空き家バンク登録住宅 30万Pt／戸
（住宅の除却を伴う
場合は45万Pt／戸）

②東京圏から移住※４するための住宅
③�災害リスクが高い区域から移転するための住宅
④住宅の除却に伴い購入する既存住宅 15万Pt／戸

住宅の新築（賃貸）
対象住宅 発行ポイント

高い省エネ性能を有する（賃貸住宅のトッ
プランナー基準に適合）全ての住戸の床面
積が40㎡以上の賃貸住宅

10万Pt／戸

住宅のリフォーム（持家・賃貸）
発行ポイント数：１戸あたり上限30万Pt
【上限特例①】�若者・子育て世代※5※6がリフォームを行う場合、

上限を45万Ptに引上げ（既存住宅の購入を伴
う場合は、上限60万Ptに引上げ）

【上限特例②】�若者・子育て世帯以外の世帯で、安心Ｒ住宅を購入
しリフォームを行う場合、上限を45万Ptに引上げ

対象工事等 発行ポイント数

断熱改修

窓・ドア
ガラス 0.2～0.7万Pt／枚
内外窓 1.3～2万Pt／箇所
ドア 2.4,2.8万Pt／箇所

外壁、屋根・
天井又は床

外壁 5,10万Pt／戸
屋根・天井 1.6,3.2万Pt／戸
床 3.6万Pt／戸

エコ住宅
設備

太陽熱利用システム、
高断熱浴槽、高効率給湯器 2.4万Pt／戸
節水型トイレ 1.6万Pt／戸
節湯水栓 0.4万Pt／戸

耐震改修 15万Pt／戸

バリア
フリー
改修

手すり 0.5万Pt／戸
段差解消 0.6万Pt／戸
廊下幅等拡張 2.8万Pt／戸
ホームエレベーター設置 15万Pt／戸
衝撃緩和畳の設置 1.7万Pt／戸

リフォーム瑕疵保険等への加入 0.7万Pt／契約
※既存住宅を購入しリフォームを行う場合、各リフォームのポイントを２倍カウント
※上記算定特例を除いた発行ポイント数が５万Pt未満のものはポイント発行対象外

※1）東京圏から移住：一定期間、東京23区内に在住又は東京圏（東京都、埼玉県、千葉県、神奈川県）（条件不利地域を除く）に在住し東京23区内へ通勤している者が行う東京
圏（条件不利地域を除く）以外への移住　※2）多子世帯：18歳未満の子３人以上を有する世帯　※3）三世代同居仕様である住宅：調理室、浴室、便所又は玄関のうちいずれ
か２つ以上が複数個所ある住宅　※4）災害リスクが高い区域：土砂法に基づく土砂災害特別警戒区域又は建築基準法に基づく災害危険区域（建築物の建築の禁止が定めら
れた区域内に限る）　※5）若者世帯：40歳未満の世帯　※6）子育て世帯：18歳未満の子を有する世帯
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県連ボウリング大会開催
戸出チームがＶ11の栄光に輝く

日　時：令和3年4月4日（日）AM9：30スタート
場　所：富山地鉄ゴールデンボウル
参加者：23チーム（114名） ●団体の部

　優勝　戸　出Ａ
　次勝　魚　津
　3位　大　山
●個人の部
　優勝　竹田　順成（戸出Ａ）
　次勝　上田　勇二（婦　中）
　3位　山田　康司（戸出Ａ）
　４位　箱江　良一（役　員）
　５位　松田　　昇（戸出Ａ）
　６位　吉江　孝人（戸出Ａ）
　７位　油本　義広（魚　津）
　８位　島田　智也（大　山）
　９位　松　　晃太（射水Ａ）
　10位　堀田　　勉（シニアの会）
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�▲金田さん、山田さん、竹田さん、松田さん、吉江さん
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